
文

法
(
史
的
研
究
|
古
代
〉

Iま

め

じ

法(史的研究ー古代)

昭
和
田
・

日
年
の
両
年
度
に
発
表
さ
れ
た
古
代
語
文
法
に
関
わ
る
論
考
の
う

ち 、
主
要
な
も
の
を
紹
介
し 、
気
づ
い
た
点
を
注
記
す
る
と
と
に
す
る 。
取
り

上
げ
る
限
り
に
お
い
て
は 、
な
るべ
く
具
体
的
に
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
と
思

う
が 、
紙
数
に
限
度
が
あ
る
か
ら 、
い
ず
れ
十
分
な
も
の
と
は
な
り
得
な
い
で

あ
ろ
う 。

な
お 、
「
古
代」
の
範
囲
は 、
「
近
代」
と
の
分
担
を
考
え
て 、
鎌
倉
時
代
ま

で
と
し
た
い 。
論
文
に
よっ
て
は 、
そ
の
後
の
時
代
ま
で
を
含
ん
で
論
じ
た
も

の
の
あ
る
と
と
は 、
言
う
ま
で
も
な
い 。

一

単
行
本

ま
ず 、
と
の
期
間
に
公
刊
さ
れ
た
単
行
本
の
類
を
瞥
見
す
る 。

①
小
路一
光
『
万
葉
集
助
動
詞
の
研
究』
(
明
治
容
院 、
昭
日
・
2)

②
小
松
光
三
『
国
語
助
動
詞
意
味
論』
(
笠
間
書
院 、
昭
防
・

日)

③
山
口
秀
二
『
古
代
接
続
法
の
研
究』
(
明
治
書
院 、
昭
出
-

mM)

④
吉
永
登
『
万
葉

ーーその
探究』
(
現
代
創
造
社 、
昭
日
・
4)

①
大
坪
併
治
『
岬
城
山内
刊
訓
点
語
の
文
法』
(
風
間
書
房 、
昭
日
・
8)

⑤
武
田
孝
『
古
典
語・
古
典
教
育
論
考』
(
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー 、

昭
日
・

文

山

佳

紀

口

9)

 

⑦
北
原
保
雄
『
日
本
語
助
動
詞
の
研
究』
(
大
修
館
書
庖 、
問
日・
日)

小
路
①
は 、
万
葉
集
の
助
動
詞
に
つ
い
て 、
本
質・
分
類・
意
味・
用
法
な

ど
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る 。

小
松
②
は 、
中
古
の
助
動
詞
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が 、
従
来
の
助
動

詞
の
意
味
的
研
究
が
語
論
の
レ
ベ
ル
に
あっ
た
の
に
対
し
て 、
構
文
論
的
に
捉

え
直
すべ
き
必
要
を
途ベ 、
存
在
論
的
あ
る
い
は
認
識
論
的
思
考
を
背
景
と
す

る 、
独
特
の
意
味
論・
表
現
論
を
展
開
し
て
い
る 。
本
書
の
方
法
は
甚
だ
演
緯

的
で
あっ
て 、
そ
れ
が
日
本
語
の
現
実
を
よ
く
説
明
し
た
も
の
か
ど
う
か 、
今

後
十
分
に
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

山
口
③
は 、
著
者
が
乙
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
来
た
古
代
接
続
法
研
究
の一
応

の
決
算
と
言
うべ
き
も
の
で
あ
る 。
い
か
な
る
接
続
形
式
が
い
か
な
る
意
味
関

係
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
行
く
乙
と
に
よっ
て 、
各
接
続
形
式
の

表
現
性
が
明
ら
か
に
さ
れ 、
古
代
に
お
け
る
接
続
法
の
体
系
が
描
き
出
さ
れ

る 。
そ
の
詳
密・
鋭
利
な
分
析
は 、
極
め
て
説
得
力
に
富
ん
で
い
る 。
乙
れ
に

つ
い
て
は 、
す
で
に
近
藤
泰
弘
に
よ
る
書
評
(『
国
語
と
国
文
学』
日
l
l 、

昭
町
・
1)
が
出
て
い
る 。

吉
永
@
は 、
著
者
の
既
発
表
論
文
を
集
め
た
第
四
論
文
集
で
あ
る 。
文
学・
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語
学
の
両
面
に
わ
た
る
内
容
で
あ
る
が 、
万
葉
集
の
味
読
に
支
え
ら
れ
た
諮

裳・
語
法
に
関
す
る
著
者
の
意
見
は 、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
が
多
い 。

大
坪
⑤
は 、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
現
れ
た
言
語
の
文
法
を
休
系
的
に
記

述
し
た
も
の
で
あ
る 。
平
安
時
代
内
部
に
お
け
る
時
代
的
変
遷
に
も
留
意
し 、

ま
た
奈
良
時
代
と
の
関
係
や
和
文
と
の
差
に
つ
い
て
も
限
が
配
ら
れ
て
い
る 。

多
く
の
資
料
か
ら
笠
宮
な
用
例
が
集
め
ら
れ
て
お
り 、
用
例
集
と
し
て
の
価
値

も
高
い 。

武
田
⑤
は 、
古
典
語
な
ら
び
に
古
典
教
育
に
関
わ
る
著
者
の
論
文
を
集
成
し

た
も
の
で
あ
る 。
中
に 、
中
世
の
「
侍
り」
や
「
ど
さ
ん
な
れ」
な
ど
を
扱っ

た
論
文
が
含
ま
れ 、
乙
乙
で
も
著
者
の
穏
健・
着
実
な
学
風
が
発
揮
さ
れ
て
い

えv 。北
原
⑦
は 、
本
編
の
部
分
が 、
-

助
動
詞
に
関
す
る
構
文
論
的
考
察
と 、
E

助
動
語
の
分
類
と
に
分
れ
る 。
ー
は 、
著
者
が
こ
れ
ま
で
諸
所
に
発
表
し
て
注

目
を
浴
び
て
来
た
独
自
の
構
文
論
を 、
助
動
詞
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
直
し
た

も
の 、
E
は
助
動
詞
の
分
類
に
つ
い
て 、
接
続
の
仕
方・
活
用・
構
文
的
職

能・
表
現
性・
意
味
の
各
観
点
か
ら
考
察
を
施
し
た
も
の
で
あ
る 。
乙
の
香

は 、
古
代
語
の
み
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が 、
著
者
の
構
文
論
は
日
本
語
構

文
論
の
先
端
を
行
く
も
の
と
し
て
既
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り 、
必
読
の
文

献
と
言っ
て
よ
い 。
た
だ
し 、
I
は
現
代
語
を
中
心
と
し
て
い
て
そ
れ
な
り
に

読
み
易
い
が 、
E
は
古
代
語
(
中
古
語)
と
現
代
語
と
が
交
互
に
扱
わ
れ
て
い

て 、
や
や
雑
然
と
し
た
印
象
を
受
け
る 。
古
代
語
と
現
代
語
と
を
部
立
て
を
分

け
て
論
じ
た
方
が 、
論
の
整
理
に
役
立
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

な
お 、
講
座
物
と
し
て 、
『
講
座
日
本
語
学』
(
明
治
舎
院)
の
刊
行
が
始
ま

り 、
古
代
文
法
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は 、
次
の
巻
が
出
た 。

『
③
現
代
文
法
と
の
史
的
対
照』
(
昭
日・
日)

『
⑨
敬
語
史』
(
昭
日-
U)

と
も
に 、
各
時
代
の
文
法
と
現
代
文
法
と
の
対
照
が
は
か
ら
れ
て
お
り 、
意

欲
的
な
試
行
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
た
だ
し 、
従
来
古
代
語
と
現
代
語
と
で
は

研
究
の
視
点
が
異
な
る
場
合
が
多
く 、
十
分
な
対
照
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
研

究
史
的
蓄
積
に
乏
し
い
と
い
う
と
と
も
あっ
て 、
と
の
試
み
は
必
ず
し
も
成
功

し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い 。
ま
た 、
『
③
現
代
文
法
と
の
史
的
対
照』
の
巻

で 、
「
上
代
語」
以
下
他
の
時
代
の
言
語
に
つ
い
て
は 、
現
代
語
と
の
対
照
が

そ
れ
な
り
に
施
さ
れ
て
い
る
の
陀 、
「
中
古
語」
(
森
野
宗
明
執
筆)
だ
け
が 、

「
文
法
を
中
心
に
し
て
中
古
語
に
つ
い
て
述
べ
る
と
い
う
の
が
小
稿
に
課
せ
ら

れ
た
仕
事
で
あ
る」
と
し
て 、
特
に
現
代
語
と
の
対
照
と
い
う
作
業
が
行
わ
れ

て
い
な
い
の
は 、
編
集
方
針
の
不
徹
底
を一示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

以
上
で
単
行
本
の
類
の
紹
介
を
終
え
る 。
以
下 、
雑
誌
論
文
等
に
つ
い
て

は 、
「
用
言」
「
助
詞・
助
動
詞」
「
句
論・
文
論」
「
敬一乱
巴
の
各
項
目
に
分
け

て
記
述
を
進
め
る
が 、
乙
の
分
類
に
収
ま
り
切
れ
ぬ
も
の
が
多
く 、
飽
く
ま
で

も
便
宜
的
な
措
置
で
あ
る
乙
と
を 、
お
断
り
し
て
お
く 。

ニ

用
言

用
言
研
究
と
し
て
新
し
い
傾
向
を
示
す
も
の
が 、
幾っ
か
出
た 。

①
斎
藤
博
「
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト

ω」
(『
東
京
成
徳
短
期

大
学
紀
要』
目 、
昭
日
・
3)

②
田
村
宏
「
上
代
日
本
語
動
詞
活
用
の
生
成
音
韻
論
的
解
釈」
(『
金
沢
大
学

国
語
国
文』
7、
昭
日・
3)

③
中
山
昌
久
「
動
詞
活
用
の
種
類
と
そ
の
記
述
方
法』
(『
国
語
と
国
文
学』

日
13 、

昭
日・
3)

斎
藤
①
は 、
現
代
語
を
扱っ
た
前
稿
「
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク

ト
ω」
(『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要』
口 、
昭
日
・
4)
に
続
い
て 、
古
代
語
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法(史的研究ー古代)
の
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る 。
乙
乙
で
は 、
動
詞
に
つ

い
て 、
〈
動
作
性
〉
〈
持
続
性
〉
〈
主
体
変
化
性
〉
の
有
無
を
考
え 、
そ
れ
に

ヌ・
ッ・
タ
リ
が
接
し
た
時
に 、
い
か
な
る
ア
ス
ペ
ク
ト

を
表
わ
す
乙
と
に
な

る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る 。
乙
の
論
文
は
未
完
で
あ
り 、
今
後 、
テ
ン
ス
表
示

要
素
と
し
て
の
キ・
ケ
リ
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る 。
続
稿
を
期

待
し
た
い 。
な
お 、
い
わ
ゆ
る
完
了
の
タ
リ
の
連
体
形
に
関
し
て 、
動
詞
の
動

作
が
静
態
化
さ
れ
て 、
タ
ル
が
速
詞
化
し 、
「
堂
々
タ
ル」
「
峨
々
タ
ル」
な
ど

の
タ
ル
を
生
じ
た
と
す
る
の
は 、
明
ら
か
に
誤
解
で
あ
ろ
う 。

田
村
②
は 、
表
題
の
と
お
り
の
内
容
で
あ
る
が 、
新
し
い
方
法の
適
用
と
い

う
点
に
意
義
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の 、
そ
の
と
と
に
よっ
て
明
ら
か
に
なっ
た

事
柄
は
意
外
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
た 。
な
お 、
国
語
史
的
事
項
に
対
す
る

誤
解
が
二
三
自
に
つ
い
た 。

中
山
③
は 、
日
本
語
動
詞
の
音
形
態
K
つ
い
て 、
上
代
か
ら
現
代
ま
で 、
あ

る
い
は
各
種
の
方
言
に
わ
たっ
て 、
一
つ
の
記
述
方
法
に
よっ
て
記
述
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
る 。
た
だ 、
乙
の
荘
大
な
論
を
十
分
に
展
開
す
る
に
は 、
紙

面
が
狭
隣
K
過
ぎ
た
よ
う
で
あ
る 。

さ
て 、
動
詞
ソ
ム
ク
(
背)
に
つ
い
て 、
似
た
よ
う
な
問
題
を
扱っ
た
も
の

が
二
つ
出
た 。

④
山
田
み
ど
り
「『
ー

を
そ
む
く』
と
『
t
k
そ
む
く』」
(『
成
暖
国
文』

u 、
昭
日
-

U)

⑤
信
太
知
子
「『
ー

を
そ
む
く』
か
ら
『
t

k
そ
む
く』

へ
|動作の

対象を

示す
格表示の
交替
||」

(『
国
語
語
業
史
の
研
究』
二 、
和
泉
害
院 、
昭
日・

X 

5)

 

い
ず
れ
も 、
ソ
ム
ク
(
背)
が
格
助
詞
と
し
て
ヲ
を
とっ
た
りニ
を
とっ
た

り
す
る
現
象
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が 、
期
せ
ず
し

て
同
じ

問
題
が

注
目
さ
れ
た
の
は 、
動
詞
と
格
の
問
題
が
今
後
の
重
要
な一
つ
の
テ
1

7
に
な

る
で
あ
ろ
う
乙
と
を
暗
示
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い 。
山
田
④
は 、
動
詞
の
意

味
内
容
の
差
異
あ
る
い
は
変
化
を
重
視
し
て 、
格
助
詞
自
体の
変
化
で
は
な
い

と
す
る 。
そ
れ
に
対
し
て 、
信
太
⑤
は 、
動
詞
の
語
義
変
化
を
認
め
る一
方 、

格
助
詞
ヲ
の
変
質
を
考
慮
し
て
い
る
点
に
途
い
が
見
ら
れ
る 。
他
の
動
詞
に

も 、
似
た
よ
う
な
問
題
を
持つ
も
の
が
あ
り 、
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
所
で
あ

る 。な
お 、
『
万
葉』
誌
上
で
行
わ
れ
た 、

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む

(「
万
葉
四・
四
八
九)

の
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
も 、
右
の
問
題
と
共
通
す
る
所
が
あ
る 。

⑥
川
村
幸
次
郎
「『
風
を
だ
に』
考

|
長
谷川信
好氏
論文に
寄せて
|」

(『
万

葉
山 、
昭
日
・
7)

⑦
大
藤
重
彦
「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し

続
沼

1

2晶の視点
||」(『

万

業』
郎 、
昭
日
・

ロ)

③
藤
原
芳
雄
「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し」

(『
万
葉』
問 、
昭
日
・
9)

か
つ
て 、
長
谷
川
信
好
「『
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し』
私
孜」
(『
万
葉』

∞∞ 、
昭
印・
6)
は 、
従
来
「
風
ヲ
|

恋
フ」
の
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
の
に
対
し
て 、
「
風
ヲ
|
ト

モ
シ」
と
い
う
関
係
と
し
て
理
解
すべ
き
で
あ

る
と
い
う
新
説
を
提
出
し
た 。
こ
れ
に
対
し
て 、
右
の
川
村
⑥・
藤
原
③
は 、

旧
説
と
同
じ
く 、
「
風
ヲ
|

恋
フ」
の
関
係
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で 、

い
ず
れ
も
「
tニ

恋
フ」
と
「
t
ヲ
恋
フ」
と
の
差
K
触
れ
て
い
る 。
な
お 、

大
藤
①
は 、
長
谷
川
説
に
立
つ
時 、
「
恋
フ
ル」
と
い
う
準
体
言
の
用
法
に
問

題
が
あ
る
と
し
て
構
文
的
解
析
を
行
なっ
た 、
極
め
て
興
味
深
い
論
で
あ
る 。

そ
の
他 、
内
田
賢
徳
「
動
詞
重
複
形
態
の
述
語」
(『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
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文
学
研
究』
口 、
昭
日・
2) 、

信
太
知
子
「
上
代
語
に
お
け
る
連
体
形
準
体

法
に
つ
い
て

|万葉集
需
主
義法との関述など
l」(『
蹴

胡

持

管
語
学
論

集』
大
修
館
書
庖 、
昭
日
・
7) 、
山
口
佳
紀
「
形
容
動
詞
の
成
立」
(『
国
語

と
国
文
学』
回
1
5、
昭
珂
・
5) 、
同
「
タ
リ

型
形
容
動
詞
の
成
立」
(『
国

語
国
文』
印
|
2 、
昭
回
-

U)
な
ど
が
あっ
た 。

三

助
詞・
助
動
詞

助
詞
に
つ
い
て
は 、

①
近
藤
泰
弘
「
助
詞
『
を』
の
分
類
|

上
代
|」

(『
国
語
と
国
文
学』
肝
|

印 、
昭
回-
m)

が 、
ま
ず
注
目
さ
れ
る 。
助
詞
の
分
類
が
と
れ
ま
で
意
味
解
釈
に
よっ
て
行
わ

れ
て
来
た
の
に
対
し
て 、
な
る
べ
く
構
文
的
規
則
に
頼っ
て
分
類
を
遂
行
し
よ

う
と
い
う 、
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る 。
古
代
語
の
構
文
論
的
分
析
は 、
従
来
甚

だ
手
薄
で
あ
り 、
と
の
論
に
お
け
る
問
題
の
設
定
の
仕
方
と
明
解
な
論
の
迩
び

が 、
極
め
て
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た 。
た
だ
し 、
関
投
助
詞
「
を」
を
広
義
の
連

用
(
成
分)
に
続
く
も
の
と
す
る
が 、
そ
の
「
広
義
の
連
用」
と
い
う
概
念
が

今一
つ
明
瞭
を
欠
く
た
め
に 、
そ
ζ
か
ら
目
的
語
と
なっ
て
い
る
体
言
が
除
か

れ
る
理
由
が
判
然
と
し
な
い 。
そ
れ
が 、

皆
人
を
(
乎)
寝
よ
と
の
鐙
は
打
つ
な
れ
ど
(
万
葉
四・
六
O
七)

の
よ
う
な
「
を」
が
格
助
詞
か
間
投
助
詞
か
と
い
う
問
題
(
近
藤
は
格
助
詞
と

す
る
が)
に
も
関
わっ
て
来
る 。
さ
ら
に
論
の
整
備
を
望
み
た
い 。

ノ・
ガ
の
区
別
に
つ
い
て
は 、

②
山
田
釜
徹
「
三
代
集
の
詞
容
を
通
し
て
見
た
格
助
詞
『
が』
と
『の』」

(『
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要』
幻 、
昭
日・
3)

③
阿
部
八
郎
「『
今
昔
物
語
集』
本
朝
世
俗
部
の
主
格
助
詞」
(『
国
語
研
究』

日旬 、
昭
日・
3)

④
近
藤
泰
弘
「
高
山
寺
蔵
史
記
殴
本
紀・
周
本
紀
の
訓
点
に
お
け
る
『
の』

『
が』
の
用
法」
(『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第一
』 、
東
大
出
版
会 、
昭
日・

2)
 

⑤
有
近
列
子
「
古
今
和
歌
集
古
注
よ
り
見
た
主
格
意
識

|『の』
と『が』
に

ついて
||」

(『
国
文
白
百
合』
ロ 、
昭
日・
3)

が
出
て 、
そ
れ
ぞ
れ
に
ζ
の
事
象
に
対
す
る
問
題
意
識
の
進
展
が
見
ら
れ
た 。

⑤
山
内
洋一
郎
「
接
続
助
詞
『
も
の
か
ら』
『
も
の
の』
に
つ
い
て」
(『
系

良
教
育
大
学
園
文』
5、
昭
日・
9)

は 、
モ
ノ
カ
ラ
と
モ
ノ
ノ
の
差
を
扱っ
た
も
の 。両
者
は 、
一
つ
の
も
の
の
持

つ
表
裏
二
一闘
を
つ
な
い
で
い
る
が 、
前
者
は
重
い
内
容
を
有
す
る
の
に
対
し

て 、
後
者
は
軽
く 、
挿
入
句
性
の
あ
る
と
と
を
述
べ
る 。
短
文
な
が
ら 、
筆
者

の
繊
細
芯
読
解
力
を
感
じ
さ
せ
る
好
論
で
あ
る 。

⑦
高
村
ま
ど
か
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
『
て』
の一
用
法

||仮定条件法をめ

ぐっ
て
||」

(『
野
州
国
文
学
〈
国
学
院
大
栃
木
短
大
〉』
盟 、
昭
日
・

2)

は 、
l

テ
が
仮
定
条
件
を
表
わ
す
場
合
に
注
目
し
た
も
の
で 、
ーパ
と
の
違
い

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る 。

パ

会
話
主・
明・
主
観
的・
情
意
的・
描
写
的

テ
心
内
主・
階・
客
観
的・
論
理
的・
解
説
的

文
法
論
的
と
い
う
よ
り
表
現
論
的
色
彩
が
強
い
が 、
面
白
い
問
題
で
あ
る 。

助
詞
に
関
し
て
は 、
他
に
も
論
が
少
な
く
な
い
が 、
紙
数
の
関
係
で
省
略
す

る 。助
動
詞
に
つ
い
て
は 、
関
係
論
文
が
比
較
的
之
し
かっ
た 。
前
述
の
よ
う

に 、
助
動
詞
研
究
の
専
蓄
が
三
種
も
公
刊
さ
れ
た
の
に
対
し
て 、
意
外
に
も
感

じ
ら
れ
る 。

③
弁
上
親
雄
「
終
止
形
接
続
の
助
動
詞
『
ら
む』

|源氏物話の事例
11」

18 



法(史的研究ー古代)

(『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
山 、

昭
日
・

2)

終
止
形
接
続
の
助
動
詞
六
語
が 、
ベ
シ
!

?
ジ 、
ナ
リ
l

メ
リ 、
ラ
シ
|

ラ

ム
と
二
語
ず
つ
対
を
な
し
て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら 、
-フ
ム
を
ラ
シ
と
の
対
比

に
お
い
て
考
察
し
た
も
の 。
そ
と
か
ら 、
ラ
ム
は
「
確
信
の
な
い 、
ま
た
は
疑

念
の
あ
る
推
量」
で
あ
る
乙
と 、
ま
た
グ

時d
k
関
係
し
な
い
乙
と
が
導
き
出

さ
れ
て
い
る 。
確
か
に 、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
考
究
は 、
従
来
欠
け
て
い

た
と
恩
わ
れ
る 。
た
だ 、
ラ
ム
を 、
ケ
ム
|
ラ
ム
|ム

と
い
う
系
列
と
し
て
見

る
乙
と
と
ど
う
関
わ
る
か
が
問
題
で
あ
ろ
う 。

⑨
田
村
忠
士
「
中
古
仮
名
文
学
に
現
わ
れ
た
完
了
の
助
動
詞
『つ
・

ぬ』
の

命
令
表
現

|
震物語の
用例を
中心に
|」

(『
平
安
文
学
研
究』
白 、
昭

日・
ロ)

テ
ヨ・
ネ
を
用
い
る
命
令
表
現
が 、
動
詞
命
令
形
に
よ
る
も
の
と
ど
う
迷
う

か
を
考
え
よ
う
と
し
た
論 。
し
か
し 、
テ
ヨ
と
ネ
と
の
違
い
の
方
に
重
点
が
か

か
り 、
動
詞
命
令
形
に
よ
る
も
の
と
の
対
比
は 、
手
薄
に
なっ
た
観
が
あ
る 。

以
上
の
他
に
も 、
助
動
詞
を
扱っ
た
論
文
が
若
干
あ
る
が 、
省
略
す
る 。

四
句
論・
文
論

①
工
藤
力
男
「
形
状
言
に
よ
る
副
詞
句
の
形
成」
(『
万
葉』
m 、
昭
日・
3)

「
袖
も
し
ほ
ほ
に」
の
よ
う
な
〈
X
モ
ye一
〉
の
形
式
を
中
心
に 、
シ
ホ
ホ

の
よ
う
な
重
複
形 、
ウ
ラ
ウ
ラ
の
よ
う
な
反
復
形 、
サ
ヤ
カ
の
よ
う
な
肥
大
形

な
ど
の
関
係
を
論
ず
る 。
一
つ
の
語
廷
に
つ
い
て 、
重
複
形
と
反
復
形
と
の
双

方
を
有
す
る
も
の
は
な
い
な
ど 、
重
要
な
指
摘
が
幾つ
も
な
さ
れ
て
い
る 。
な

お 、
両
者
が
相
補
分
布
的
で
あ
る
と
い
う
乙
と
と 、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
独

立
性
が
弱
い
と
い
う
指
摘
と
が 、
ど
う
関
わ
る
か 、
多
少
疑
問
が
残っ
た 。

②
近
様
泰
弘
「
中
古
語
の
準
体
構
造
に
つ
い
て」
(『
国
語
と
国
文
学』
回
|

5 、
昭
日
・
5)

文

い
わ
ゆ
る
準
体
句
に
つ
い
て 、
と
れ
を
連
休
修
飾
の
主
名
詞
が
存
在
し
な
い

形
と
見
る
乙
と
に
よっ
て 、
連
休
修
飾
の
構
造
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら 、
統

一
的
に
記
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る 。
個
々
の
解
釈
に
は
問
題
も
残
る

が 、
現
代
語
構
文
論
の
成
果
が
十
分
に
摂
取
さ
れ
て
お
り 、
古
代
語
文
法
研
究

の一
つ
の
方
向
を
指
し

示
し
た
も
の
と吾一守え
よ
う 。
た
だ
し 、

種
々
の
構
文
的

制
限
の
存
在
を
指
摘
は
す
る
が 、
そ
の
制
限
の
生
ず
る
理
由
が
多
く
未
詳
と
さ

れ
る
た
め 、
そ
れ
が
見
せ
か
け
の
制
限
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
払
拭
さ
れ

正
、。
品すh
'bw③

碁
石
雅
利
「『
巳
然
形
+
や』
型
表
現
形
式
に
つ
い
て

ll反
事実設定の
幼合

||」
(『
国
語
研
究』
必 、
昭
日
・
3)

④
村
山
昌
俊
「『
な
|

そ』
の
機
能

|中
古に
お
ける
修飾
語介在の
例につ
い
て

11」
(
悶
右)

⑤
向
「
副
詞
『
え』
考

|
語法史にお
ける呼応弛
緩の
観点から
|」

(『
国
語
研

究』
μ伯、
昭
日・
3)

⑥
森
昇
一
「
宇
津
保
物
語
の
語
法

||
係
結
不
翻
の
諸
相
に
つ
い
て

|」
(『
野
州
国

文
学』
幻 、
昭
回
・
3)

碁
石
③
は 、
万
葉
集
に
お
け
る
「
巳
然
形
+
や」
の
形
式
を
取
り
上
げ、
ヤ

が
文
末
か
文
中
か 、
文
中
で
あ
れ
ば 、
ヤ
の
直
上
の
語
が
ナ
レ

(ニ
ア
レ)
か

そ
れ
以
外
か
と
い
う
形
態
と 、
そ
の
意
味
と
の
聞
に
或
る
程
度
対
応
関
係
の
存

す
る
乙
と
を
述
べ
た
も
の 。
乙
の
論
で
は 、
「
己
然
形
+
や」
に
疑
問
の
窓
を

認
め
る
が 、
そ
と
が
実
は
問
題
で 、
吉
永
登
(
前
出
著
容)
は 、
全
て
反
語
と

見
るべ
き
乙
と
を
以
前
か
ら
主
張
し
て
お
り 、
乙
乙
で
も
そ
の
点
が
深
く
検
討

さ
れ
るべ
き
で
あっ
た 。

村
山
④・
⑤
は 、
陳
述
副
詞
ナ
(
禁
止)
・

エ
(
不
可
能)
と
述
部
と
の
開

花
修
飾
語
が
介
在
し
た
例
を
中
心
に 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
法
の
変
質
を
説
い
た
も
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の。
問
題
を
取
り
上
げ
る
視
点
に
面
白
み
が
あ
る。

森
⑤
は、
{子
津
保
物
語
に
お
け
る
係
結
の
異
例
を
調
査
し
た
も
の。
興
味
深

い
問
題
で
あ
る
が、
そ
の
恋
の
例
が
字
津
間怖
に
多
い
理
由
に
つ
い
て、
も
っ
と

追
究
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う。

⑦
山
口
亮
二
「
接
続
形
式
の
分
析
化

|
判
断の
対
象
化
を
中
心
に
11」

(『
国
語

と
国
文
学』
時
|
5 、
昭
防
・
5)

は、
上
代
か
ら
近
世
に
至
る
接
続
形
式
の
変
遷
の
方
向
と
そ
の
意
味
す
る
所
を

考
察
し
た
も
の。
言
語
史
が
或
る
意
味
で
精
神
史
で
も
あ
る
と
と
を
強
く
感
じ

さ
せ
る。
た
だ
し、
表
題
に
も
あ
る
「
分
析
化」
「
対
象
化」
と
い
っ
た
筆
者

の
用
語
の
概
念
内
容
は、
そ
れ
ほ
ど
分
り
易
く
な
い。

な
お、
他
に
彦
坂
佳
宣
「
係
り
結
び
の
表
現
特
性
『|
文法
論
的
ちかづ
きか
ら

||」
(『
国
語
学
研
究』
初、
昭
日
・
ロ)
な
ど
が
あ
っ
た。

五

敬
語

敬
語
関
係
の
論
文
の
数
は、
相
変
ら
ず
少
な
く
な
か
っ
た。
中
で、
特
に
自

に
つ
い
た
も
の
を
挙
げ
る
と、

①
森
昇一
「
源
氏
物
語
の
敬
語

|
無
人
格
的
な
ものへ
の
尊
敬
表
現
|」

(『
野
州

国
文
学』
お 、
周
回
・
3)

②
高
橋
巌
「
落
寝
物
語
の
敬
語

男
志の
昇
進に
伴
う
待
遇
表
現の
変
化
l」

(『
蛮

和
八
重
和
学
悶
短
期
大
学
〉』
郎 、
昭
日
・
3)

①
奥
村
三
雄
「
平
家
物
語
の
敬
語
表
現
|

敬
語・
曲
節
・
人
物
批
判」
(『
文

学
研
究
八
九
州
大
学
〉』
略 、
昭
日
・
2)

@
藁
谷
隆
純
「
臼
蓬
遺
文
の
『
日
月
星』
へ
の
敬
語」
(『
日
本
文
学
論
集

八
大
東
文
化
大
学
大
学
院
〉』
5 、
昭
回
・
3)

な
ど
が
あ
っ
た。

森
①
は、
「
上
も
御
沼
の
隙
な
く
流
れ

判凶U割判
そ」
(
源
氏・
桐
壷)
の

如
き、
無
人
格
的
な
も
の
へ
の
尊
敬
表
現
を
考
察
し
た
も
の。
高
橋
②
は、
落

窪
物
語
に
お
い
て 、
敬
語
を
使
う
べ
き
所
で
伎
わ
れ
て
い
な
い
個
所
の
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の。
奥
村
③
は、
平
家
物
語
の
敬
語
に
関
し
て、
音

楽
性
(
白
声・
口
説・
三
重
・
中
音
な
ど)
・
諸
本・
登
場
人
物
に
対
す
る
評

価
な
ど
の
関
係
を
論
じ
た
も
の。
藁
谷
④
は、
日
蓮
遺
文
に
お
け
る、
日
・

月・
星
に
対
す
る
敬
語
を
考
え
た
も
の。
い
ず
れ
も、
問
題
の
着
服
に
お
い

て、
新
味
の
感
じ
ら
れ
る
論
で
あ
る。

他
に
も、
着
実
な
記
述
的
研
究
で
注
意
す
べ
き
も
の
も
あ
る
が、
全
て
省
略

せ
ざ
る
を
得
な
い。

20 

お

わ

り

以
上、
繁
簡一
様
で
な
い
が、
各
項
目
に
つ
い
て、

に
な
る。

二
年
間
と
い
う
短
か
い
期
間
で
は、
特
に
傾
向
と
い
う
べ
き
も
の
を
指
摘
す

る
の
は
む
ず
か
し
い
が、
一
つ
に
現
代
語
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
が、
次
第

に
古
代
諾
の
分
野
に
も
波
及
し
て
来
た
と
と
が
感
じ
ら
れ
る。
た
だ
し、
現
代

語
は
内
省
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て、
古
代
語
は
研
究
者
の
内
省
が
全
く
及

ば
な
い
と
い
う
点
で、
根
本
的
な
違
い
が
存
す
る。
従
っ
て、
古
代
語
研
究
に

際
し
て
は、
従
来
蓄
積
さ
れ
て
来
た
古
典
解
釈
的
技
術
も
十
分
生
か
さ
れ
る
必

要
が
あ
ろ
う。
た
だ
し、
現
代
語
研
究
に
発
す
る
問
題
意
識
と
古
典
解
釈
的
技

術
と
が
ど
ん
な
形
で
結
合
す
べ
き
か、
そ
れ
は
今
後
の
問
題
で
あ
る。

||
聖
心
女
子
大
学
助
教
授

li

一
わ
た
り
触
れ
た
乙
と


